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給
付
す
る
制
度
が
あ
る
。
フ
リ
ー

ド
マ
ン
の
「
負
の
所
得
税
」
を
応

用
し
た
も
の
で
、
日
本
で
は
２
０

１
２
年
の
自
民
、
民
主
、
公
明
の

３
党
合
意
で
検
討
事
項
と
な
っ

た
。
給
付
の
た
め
に
は
国
民
に
番

号
を
振
り
分
け
、
銀
行
口
座
と
紐

付
け
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
、
個

人
番
号
制
度
導
入
の
理
由
の
一
つ

と
な
っ
た
▼
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
必
要
性
の
な
さ
、

利
便
性
の
低
さ
に
加
え
、
信
頼
の

お
け
な
い
政
府
に
銀
行
口
座
な
ど

知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が

強
い
の
か
一
向
に
普
及
し
な
い
状

態
が
続
き
、
政
府
は
な
り
ふ
り
構

わ
ず
乱
暴
な
方
策
を
講
じ
た
▼
ポ

イ
ン
ト
を
餌
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
と
５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
、

健
康
保
険
証
の
利
用
申
し
込
み
、

公
金
受
取
口
座
の
登
録
に
そ
れ
ぞ

れ
７
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
計
２
万

円
相
当
が
も
ら
え
る
。
財
源
は
？

当
然
国
民
が
納
め
た
税
金
か
ら
。

ポ
イ
ン
ト
目
当
て
で
申
請
者
は
50

％
を
超
え
た
▼
さ
ら
に
問
題
沸
騰

中
の
「
オ
ン
資
義
務
化
」
で
あ

る
。
医
療
機
関
・
薬
局
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

使
え
る
よ
う
義
務
化
す
る
と
い

う
。
療
養
担
当
規
則
に
書
き
込
む

と
さ
れ
、
ま
さ
に
恫
喝
状
態
。
９

月
27
日
に
は
日
弁
連
会
長
が
「
強

制
に
反
対
」
と
い
う
声
明
を
発
出

し
た
▼
個
人
番
号
制
の
問
題
は
政

府
に
よ
る
国
民
の
情
報
管
理
・
監

視
と
い
う
悪
質
な
意
図
に
加
え
、

Ｉ
Ｔ
産
業
へ
の
巨
大
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
提
供
と
い
う
側
面
も

見
過
ご
せ
な
い
。「
コ
ロ
ナ
禍
で

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
デ
ジ
タ
ル

化
の
遅
れ
」
な
ど
と
い
う
が
、
全

く
デ
タ
ラ
メ
な
政
治
で
あ
る
（
無
）

　

「
給
付
付
き
税
額

控
除
制
度
」
と
い
う

納
付
税
額
が
少
な

く
、
税
金
を
控
除
で

き
な
い
者
に
現
金
を

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

美
方
郡
・
歯
科　
　

喜
井　

恭
子
先
生

権
力
濫
用
に
強
い
違
和
感

　

医
療
と
仏
教
と
い
う
観
点
か
ら
自
殺
を
防
ぎ
、〝
生
き
づ
ら
さ
〞

の
支
え
方
を
考
え
よ
う
―
。
地
域
医
療
部
・
文
化
部
・
尼
崎
支
部
は

共
催
で
10
月
１
日
、
協
会
会
議
室
で
「
落
語
＆
ト
ー
ク
の
夕
べ
〜
仏

教
・
医
療
か
ら
考
え
る
〝
生
き
づ
ら
さ
〞
の
支
え
か
た
」
を
開
催
。

露
の
団
姫
さ
ん
（
落
語
家
、
尼
崎
市
・
天
台
宗
「
道
心
寺
」
住

職
）、
高
宜
良
さ
ん
（
精
神
科
医
・
京
都
市
・
こ
う
心
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）
が
出
演
。
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
市
民
ら
80
人
（
来
場
52

人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
28
人
）
が
参
加
し
た
。

　

一
席
目
で
団
姫
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
に
師
匠
に
弟
子
入
り
し
、

厳
し
い
落
語
の
修
行
を
し
た
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
怪
談
風
の
小

咄
、
上
方
落
語
「
地
獄
八
景
亡
者

戯
」
の
一
部
を
披
露
。「
尼
の
尼

さ
ん
で
あ
る
私
は
、
落
語
家
と
し

て
は
名
人
に
な
り
た
い
。
僧
侶
と

し
て
は
自
死
を
減
ら
し
た
い
」
と

し
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　

高
先
生
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
自
殺

対
策
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

考
え
る
」
と
題
し
講
演
。
全
国
や

兵
庫
県
内
の
自
殺
の
傾
向
を
紹
介

し
、「
自
殺
は
無
職
や
、
経
済
的

な
原
因
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
社

会
的
対
応
が
必
要
」
と
強
調
。
精

神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
人
が
、

自
殺
以
外
の
自
己
救
済
法
が
見
い

だ
せ
な
く
な
る
状
況
を
「
心
理
的

狭
窄
」
と
し
、「『
他
に
選
択
肢
が

な
く
、
死
ぬ
し
か
な
い
』
と
思
い

込
ん
で
い
る
状
態
か
ら
『
他
に
も

選
択
肢
が
あ
り
、
生
き
る
意
味
が

あ
る
か
も
』
と
切
り
替
え
ら
れ
る

支
援
が
求
め
ら
れ
る
」「
孤
立
や

不
眠
な
ど
の
危
険
因
子
に
注
意
を

注
ぎ
、
生
活
の
立
て
直
し
や
周
囲

と
の
つ
な
が
り
な
ど
の
保
護
因
子

の
強
化
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
も

気
持
ち
に
寄
り
添
う
だ
け
で
な

く
、
専
門
家
へ
の
相
談
や
生
活
援

助
に
つ
な
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
こ
そ
が
課
題
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

団
姫
さ
ん
の
二
席
目
で
は
、
高

校
在
学
中
に
裁
判
を
闘
う
ま
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
落
ち
込

み
の
激
し
い
時
期
に
は
自
殺
企
図

を
も
抱
い
た
と
自
身
の
経
験
を
紹

介
。
そ
の
際
に
人
生
の
指
針
と
な

る
法
華
経
に
出
会
い
「
お
釈
迦
さ

ま
も
悩
み
ぬ
い
た
人
間
で
あ
っ

た
」
と
感
じ
る
こ
と
で
気
持
ち
や

体
調
が
軽
快
し
た
こ
と
に
触
れ

「
信
仰
を
持
つ
こ
と
も
自
死
に
至

ら
な
い
一
つ
の
方
策
か
も
し
れ
な

い
。
抜
苦
与
楽
・
心
の
棘
を
抜
く

こ
と
が
住
職
と
し
て
の
モ
ッ
ト

ー
」
と
し
、
正
式
な
天
台
僧
と
な

り
、
浄
財
を
集
め
て
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
な
が
ら
尼
崎
市
内
に
２

０
２
１
年
天
台
宗
「
道
心
寺
」
を

開
い
た
経
緯
を
述
べ
た
。

　

対
談
で
は
、
団
姫
さ
ん
よ
り

「
理
不
尽
な
仕
打
ち
に
は
正
し
く

怒
る
こ
と
も
重
要
。
相
談
者
の
中

に
は
、
怒
り
を
抑
圧
し
す
ぎ
て
い

る
人
も
あ
り
、
我
慢
の
結
果
、
う

つ
状
態
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
」、
高
先
生
よ
り
「
精
神

医
療
に
も
仏
教
（
禅
）
の
教
え
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
自
身
の

状
態
に
気
づ
き
、
ま
ず
は
あ
り
の

ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
共
通

し
て
い
る
」
な
ど
と
、
仏
教
・
医

療
両
分
野
か
ら
の
融
合
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
重
た
い
テ
ー
マ

を
、
面
白
く
温
か
い
雰
囲
気
の
中

で
聞
け
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
出
さ
れ
た
。

 

（
次
号
感
想
文
を
掲
載
予
定
）

　

政
府
・
厚
労
省
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
来
年
４
月
か

ら
の
原
則
義
務
付
け
を
療
養
担
当
規
則
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
に
対

し
、
協
会
は
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
に
取
り
組
む
な
ど
、
義
務
付
け

と
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
て
運
動
し
て
い
る
。
会
員
の
声
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
導
入
の
原
則
義
務
化
に
強
く
反

対
し
ま
す
。

　

政
府
は
「（
療
養
担
当
規
則
違

い
で
し
ょ
う
か
。
医
療
現
場
を
考

え
な
い
上
か
ら
の
押
し
付
け
に
、

強
い
違
和
感
を
持
た
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
時
代
の

流
れ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
や

請
求
情
報
を
政
府
に
一
元
化
す
る

こ
と
の
危
険
性
も
同
時
に
見
据
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
必
要
な
体
制
整
備
に
向

け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
補

助
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
で
す

が
、
元
は
と
言
え
ば
私
た
ち
の
税

金
が
原
資
で
す
。「
国
が
支
給
し

て
く
れ
る
な
ら
良
い
」
と
い
う
思

考
も
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

手
続
き
も
導
入
後
の
実
務
も
非

常
に
煩
雑
で
、
制
度
導
入
の
前
提

と
な
る
「
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ
リ
ッ

ト
を
上
回
る
」
こ
と
も
考
え
に
く

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
は
義
務
化
に
傾
き
つ
つ
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は

最
後
ま
で
異
を
唱
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

反
は
）
保
険
医
療

機
関
等
の
指
定
の

取
り
消
し
事
由
に

な
り
う
る
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
保

険
医
登
録
剥
奪
を

チ
ラ
つ
か
せ
る
こ

と
は
、
ま
っ
た
く

の
脅
し
で
あ
り
権

力
の
濫
用
で
は
な

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
反
対

インタビュー①インタビュー①

露の団姫さん（左）と高宜良さん（右）が
自殺対策をテーマに対談した　　　　　　

〝落語＆トークの夕べ〟に80人

落
語
家

住　

職

露つ
ゆ

の
団ま

る

姫こ

さ
ん
×
高こ

う

宜う
ぃ

良り
ゃ
ん

医
師
が
ト
ー
ク

オンライン資格確認のシステム導入義務化と
健康保険証の原則廃止の撤回を求める要請署名

ご協力をお願いします！
　署名は政府・国会へ提出します。ご協力がまだの方はぜひご
協力をお願いします。オンライン署名は右の二次元コードから

文化部

蕎麦打ち体験
日　時　12月４日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター
　　　　（コミスタ神戸）
体験料　大人 2000円、子ども 1000円
指　導　（社）全麺協講師陣

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078ー393ー1809 事務局・吉永まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第100回評議員会
臨時（決算）総会・第45回共済制度委員会

11月20日（日）13時～　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第100回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第45回共済制度委員会
　特別報告「コロナ禍の金融経済情勢と保険業界（仮）」

　太陽生命保険株式会社　取締役常務執行役員　下屋敷　縁
ゆかり

氏（アクチュアリー）
・16時10分～　特別講演
「中間層復活のための処方箋―医療分野の位置づけ（仮）」
　永濱　利廣氏（株式会社第一生命経済研究所経済調査部　首席エコノミスト）
 　日本経団連のシンクタンク「21世紀政策研究所」で研究主幹とし
て、「中間層復活に向けた経済財政運営の大転換」をまとめ、メディ
アでも活躍中の第一線のエコノミストである永濱利廣氏から、日本
経済復活の処方箋をお聞きします。

特別インタビュー「科学的怠慢に満ちた国の新型
コロナ対応」京都大学名誉教授　福島雅典先生 ４～５面

研
面
究 ８面診内研より「さあ困った、力が入ら

ない、動けないにどう対応する？」

第32回反核医師のつどい in 兵庫　詳報 ６面

保険医年金 10月25日
締切迫る！

詳しくは９～10面へ
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

西
川　

光
治
先
生

た
つ
の
市　

歯
科

９
月
９
日　

享
年
60
歳

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

政
府
は
９
月
半
ば
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
全

数
把
握
を
見
直
す
。
発
生
届
の
提

出
を
全
国
一
律
で
高
齢
者
ら
に
限

定
す
る
。
現
在
は
緊
急
避
難
的
な

措
置
と
し
て
、
自
治
体
の
判
断
で

届
の
提
出
を
高
齢
者
ら
に
絞
る
こ

と
も
で
き
る
と
し
て
い
る
。
入
力

シ
ス
テ
ム
の
改
修
の
進
み
具
合

や
、
感
染
状
況
を
み
な
が
ら
最
終

判
断
す
る
。
兵
庫
県
は
、
医
療
機

関
が
保
健
所
に
出
す
「
発
生
届
」

の
対
象
を
高
齢
者
ら
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
人
に
限
定
す
る
措
置
は

当
面
取
ら
ず
、
代
わ
り
に
リ
ス
ク

の
低
い
感
染
者
は
、
発
生
届
の
記

入
項
目
を
大
幅
に
絞
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
導
入
の
義
務
化
撤
回
等

を
求
め
る
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
、「『
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導

入
の
原
則
義
務
化
』
と
『
健
康
保

険
証
の
原
則
廃
止
』
方
針
の
撤
回

を
求
め
る
」
抗
議
声
明
文
を
発
表

し
た
こ
と
、
兵
庫
独
自
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
シ
ス
テ
ム
導

入
義
務
化
と
健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
医
師
・
歯

科
医
師
要
請
署
名
」
を
作
成
し
、

９
／
９
時
点
で
３
８
６
筆
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
普
及
対
策　

①
２
０
２
２

年
前
半
期
共
済
制
度
普
及
の
ま
と

め
、
②
２
０
２
２
年
後
半
期
共
済

制
度
普
及
（
骨
子
）
を
報
告
し
、

確
認
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

第
32
回
反
核
医

師
の
つ
ど
い
in
兵
庫
「
非
核
『
神

戸
方
式
』
を
世
界
の
港
へ
」（
９

／
24
・
25
）
へ
の
い
っ
そ
う
の
参

加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
９
月
10
日　

理
事
会
よ
り
）

感 想 文
　

大
学
を
定
年
退
職
後
、
尼
崎
市

に
て
開
業
し
て
６
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
地
域
の
特
性
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
義
歯
の
下
に
残
根
が
残
っ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
残
根
上
の
義

歯
を
有
す
る
患
者
さ
ん
を
多
く
見

て
き
ま
し
た
。
そ
の
残
根
も
エ
ン

ド
処
置
を
す
れ
ば
全
く
問
題
の
な

い
歯
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
残
根

を
う
ま
く
利
用
す
れ
ば
、
さ
ら
に

義
歯
の
維
持
、
安
定
に
つ
な
が
る

　

協
会
は
10
月
２
日
に
保
険
請
求

事
務
講
習
会
を
ウ
ェ
ブ
配
信
も
併

用
し
て
開
催
。
協
会
会
議
室
の
現

地
と
ウ
ェ
ブ
を
あ
わ
せ
て
医
療
機

関
ス
タ
ッ
フ
ら
１
４
２
人
が
受
講

し
た
。
ろ
っ
こ
う
医
療
生
活
協
同

組
合
・
灘
診
療
所
（
灘
区
）
所
長

の
高
野
修
一
先
生
が
講
師
を
務
め

た
。

　

講
師
は
、
協
会
発
行
『
保
険
請

求
の
要
点 

２
０
２
２
年
度
改
定

版
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
医
療
保
険

の
基
礎
知
識
、
保
険
医
療
機
関
お

よ
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
、
保

険
診
療
の
実
務
、
診
療
報
酬
点

数
、
入
院
患
者
の
他
医
療
機
関
受

診
、
診
療
録
（
カ
ル
テ
）・
診
療

報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
に
つ

い
て
説
明
。
実
際
の
診
療
内
容
に

基
づ
く
点
数
・
窓
口
負
担
集
計
と

レ
セ
プ
ト
作
成
例
を
解
説
し
た
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
レ
セ
プ

ト
事
例
も
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
保
険
請
求

の
フ
ロ
ー
が
わ
か
っ
た
。
明
日
か

ら
の
実
践
に
向
け
て
大
変
有
意
義

な
研
修
だ
っ
た
」「
日
々
の
職
務

の
中
で
使
う
事
柄
に
つ
い
て
は
覚

え
て
い
て
も
、
あ
ま
り
該
当
し
な

い
こ
と
な
ど
、
忘
れ
て
い
る
こ
と

や
う
ろ
覚
え
の
こ
と
も
あ
り
、
参

加
し
て
良
か
っ
た
」「
実
例
を
交

え
た
説
明
が
多
く
、

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

聞
く
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
良
か
っ
た
」

「
例
を
挙
げ
て
お
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
大
変
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。
明
日
か
ら

今
日
の
研
修
の
内
容

を
実
務
と
結
び
つ
か

せ
て
が
ん
ば
り
た

い
」
な
ど
好
評
を
得

た
。

の
で
は
と
以
前
よ
り
考
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
２
０
２
１
年
９
月

１
日
よ
り
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

の
保
険
導
入
が
認
め
ら
れ
、
に
わ

か
に
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
興

味
を
持
つ
に
い
た
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
保
険
適
用
の
磁
性
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
を
用
い
る
に
し
て
も
、

残
存
す
る
歯
根
の
何
カ
所
に
キ
ー

パ
ー
付
き
根
面
板
を
配
置
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
根
面
板
の
形
態
を
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
磁

石
を
ど
の
よ
う
に
し
て
義
歯
に
セ

ッ
ト
す
れ
ば
良
い
の
か
等
々
、
い

く
つ
も
の
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
演
会
に
参
加
し
、
今

ま
で
抱
い
て
い
た
疑
問
点
が
一
つ

ひ
と
つ
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
磁
石
を
義
歯
に
装
着
す
る
た

を
義
歯
本
体
に
装
着
で
き
る
と
い

う
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
の
質
疑
応

答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
非
常
に
有

益
な
一
日
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
い

よ
い
よ
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

導
入
に
舵
を
き
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
尼
崎
市
・
歯
科　
中
嶋　

正
人
】

め
に
は
、
事
前
に
義
歯
内

面
に
磁
石
体
が
埋
入
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
と
義
歯
表
面

か
ら
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に
通

じ
る
開
窓
孔
を
作
成
す

る
。
そ
し
て
、
磁
石
体
が

義
歯
内
に
埋
入
さ
れ
る
面

に
あ
ら
か
じ
め
床
レ
ジ
ン

を
薄
く
広
く
塗
布
し
て
お

き
、
こ
れ
を
キ
ー
パ
ー
に

吸
着
さ
せ
た
状
態
で
義
歯

を
口
腔
内
に
戻
し
、
開
窓

部
か
ら
床
レ
ジ
ン
を
注
入

す
れ
ば
、
確
実
に
磁
石
体

　

歯
科
部
会
は
８
月
21
日
、
協
会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
磁
性
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
臨
床
」
を
開
催
。
都
尾
元
宣
先
生
（
朝
日
大
学
歯

学
部
口
腔
機
能
修
復
学
講
座
歯
科
補
綴
学
分
野
局
部
床
義
歯
学
教

授
）
を
講
師
に
、
63
人
が
参
加
し
た
（
来
場
23
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴

40
人
）。
中
嶋
正
人
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

疑
問
点
解
消
で
き

導
入
に
舵
き
れ
る

歯
科
定
例
研
究
会
「
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」

磁性アタッチメントの解説に
熱心に耳を傾ける参加者　　

具体例も示され、明日からの実務に
役立つと好評だった　　　　　　　

保
険
請
求
事
務
講
習
会
を
１
４
２
人
が
受
講

　協会は８月27日、第1157回理事会にて、岸田首相の原発新増設表明に抗議
する抗議声明を採択し、関係機関に送付した。

 2022年８月27日

岸田首相の原発新増設表明に抗議する
 兵庫県保険医協会
 第1157回理事会

　岸田首相は８月24日のグリーントランスフォーメーション実行会議で原発
の新増設について検討を進める考えを示した。今年に入ってからも原発の新
設は「検討していない」としていた立場から政策転換した。「原発ゼロ」を
求める国民の意に反して原発稼働に固執し、エネルギー危機をことさらに煽
り、不当に不適切な原発不可欠論を喧伝し、老朽原発の再稼働に止まらず、
新増設まで目論むことは、国民の命と健康を危険にさらす愚策である。
　この発表の直前に出された経済産業省の工程表案では「2050年カーボンニ
ュートラル」を目指す過程で「二酸化炭素を排出しない大量で安価な水素・
熱・電力の安定供給が必要」とし、原発を脱炭素の切り札のように位置づけ
ているが、革新的原子炉といえども半永久的とも言える核燃料廃棄物の産出
がなくなることはなく、決して安価でもなく、重大事故に関する危険性が幾
分低減するとはいうものの、消失するわけでもない。コジェネレーションや
温熱の活用、バイナリー発電、地熱発電、地中熱利用、直流送配電など、原
子力よりもはるかに安価で自給率の高いエネルギーを確保する手段を追求す
ることの方が国是としてふさわしいのは明白である。
　この工程表案では、革新軽水炉開発が原子力エネルギー分野で国際的イニ
シアチブを発揮したい米国の要請であることを隠しもしていない。米国の要
請に応えるために日本国民の命と健康を危険に曝すことを躊躇しない対米従
属的な国の姿勢は極めて異常である。
　福島原発の事故原因も、いまだに究明されてはいない。われわれはいのち
と健康をまもる医療者として、岸田首相の原発推進表明に強く抗議するとと
もに、政府・電力会社にはすべての原発を廃炉にし、再生可能エネルギーを
基軸にしたエネルギー政策を積極的に推進する方向に政策転換することを求
める。

抗議声明

日　時　11月５日（土） 15時～17時
会　場　協会５Ｆ会議室（Zoomでも視聴可能）
講　師　医療法人社団慈恵会　北須磨訪問看護・リハビリセンター所長
　　　　慢性疾患看護専門看護師　藤田　愛氏
会場定員　40人

　Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3RypLGdも
しくは右の二次元コードからお申し込みください。

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

神戸市における新型コロナウイルス感染症の
自宅療養・入院待機者への訪問看護

第41回在宅医療研究会 国際部研究会

在日ベトナム人の診療に関するコツ
～ベトナム人医師として外国人へのコロナ支援の経験から～

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1807まで

　Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3BsAjzUもし
くは右の二次元コードからお申し込みください。

日　時　11月５日（土） 17時～18時30分
会　場　協会６Ｆ会議室（Zoomでも視聴可能）
講　師　京都民医連中央病院腫瘍内科医長
 ファム グェン クィー先生　　　　

事
例
交
え

事
例
交
え

　
「
わ
か
り
や
す
い
」と
好
評

　
「
わ
か
り
や
す
い
」と
好
評

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜20時02分頃～毎週土曜20時02分頃～

10月22日　新型コロナと歯科医療
10月29日　口呼吸と歯の健康被害について
11月５日　介護保険制度の改定について

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２２年(令和４年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０１９号

＃いのちまもる 医療・社会保障を立て直せ！ ＃いのちまもる 医療・社会保障を立て直せ！ 
10・20総行動10・20総行動

医師賠償責任保険医師賠償責任保険保険医協会の保険医協会の

医療上の事故、医療施設の事故に伴う賠償責任の備えに医療上の事故、医療施設の事故に伴う賠償責任の備えに

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

お問い合わせは、☎078－393－1805 共済部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンの期間を延長しま
した。通常より年0.4
％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、
手数料も通常より優遇
していますので、ぜひ
ご利用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2022年10月１日現在

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
７
月
16
日
、
姫
路
市
内
で
医
賠
責
研
究
会

「
医
療
問
題
の
対
応
と
賠
償
保
険
に
つ
い
て
」
を
、
白
水
法
律
事
務

所
弁
護
士
の
鵜
飼
万
貴
子
先
生
を
講
師
に
開
催
し
、
33
人
（
来
場
７

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
26
人
）
が
参
加
し
た
。
小
松
盛
樹
先
生
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

　

協
会
は
、
９
月
１
日
に
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
研
究
会
「
医

療
現
場
で
信
頼
関
係
を
築
く
コ
ー
チ
ン
グ
」
を
協
会
会
議
室
で
開
催

し
40
人
（
会
場
４
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
36
人
）
が
参
加
し
た
。
国
際
コ
ー

チ
連
盟
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
認
定
コ
ー
チ
・
大
石
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
京

都
市
）
院
長
の
大
石
ま
り
子
先
生
が
講
師
を
務
め
た
。
司
会
を
務
め

た
木
村
祐
子
先
生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士
ら
弁
護
士
が
、
審
査
・
指
導
問
題
な

ど
、
開
業
保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
保
険

診
療
法
制
研
究
会
。
９
月
29
日
、
40
回
目
が
協
会
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
５
人
が
参
加
し
た
。
協
会
か
ら
、
西
山
裕
康
理
事
長
が
出
席
し

た
。
與
語
信
也
弁
護
士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

損
害
賠
償
の
要
件
と

保
険
の
確
認
が
大
切

「
コ
ー
チ
ン
グ
」
で

信
頼
関
係
を

個
別
指
導
へ
の
不
安

協
会
に
相
談
を

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
研
究
会

第
40
回
保
険
診
療
法
制
研
究
会

感 想 文感 想 文

　

こ
の
研
究
会
は
協
会
で
あ
れ
ば

こ
そ
め
ぐ
り
会
え
た
研
究
会
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
誰
し
も
一
度
や
二
度
は
治
療

に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
と
の
行
き

違
い
や
不
快
な
感
情
に
遭
遇
さ
れ

た
経
験
は
お
あ
り
だ
と
思
い
ま

す
。
医
事
処
理
・
医
事
紛
争
は
、

我
々
が
一
番
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思

い
に
な
る
テ
ー
マ
で
す
。

　

大
阪
で
は
、
精
神
科
医
の
放
火

　

大
石
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
糖
尿

病
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
糖

殺
人
事
件
な
ど
も
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
、
ク
レ
ー
マ
ー
患
者
も

増
え
凶
悪
化
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
ざ
医
事
紛
争
や
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
と
な
る
と
、
案
外
、

他
言
し
た
く
な
く
隠
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
鵜
飼
先
生
に
は
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
事
例
を
交

え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
は
医
療
訴
訟
、
法
廷
へ

尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を
も
つ

看
護
師
や
管
理
栄
養
士
の
方
々
と

と
も
に
診
療
に
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
い
か
な
い

方
が
お
ら
れ
た
り
、
ま

た
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ

も
疲
れ
て
し
ま
う
と
い

う
状
況
の
中
で
、
コ
ー

チ
ン
グ
に
出
会
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
は
、
国
際
コ
ー
チ
連

盟
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
認
定
コ
ー
チ
の

資
格
を
有
す
る
ま
で
に
な
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
自
発
的
行

動
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
技
術
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
築
く
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

と
の
こ
と
で
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
ス

キ
ル
に
つ
い
て
、「
聴
く
」「
承
認

す
る
」「
質
問
す
る
」「
伝
え
る
」

と
具
体
的
に
四
つ
の
ス
キ
ル
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
、
ま
た
他
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
の
傾
向
・
癖
・
好
み
な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
個
別
性
が
あ
る
な
か

で
、
四
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
・
対
応
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
石
先
生
が
コ
ー
チ
ン
グ
を
学

ん
で
わ
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
相

手
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
関
係
性
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
、
ま
た
関
係
性
を
変
え
る
と
相

手
も
変
わ
り
だ
し
た
と
お
話
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
導
入
し

た
効
果
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
、

　

第
40
回
目
の
今
回
は
ま
ず
、
前

回
に
引
き
続
き
「
ネ
ッ
ト
上
の
誹

謗
中
傷
に
対
す
る
対
応
」
に
つ
い

て
、
内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
上
に
な
さ
れ
た
書
き

込
み
は
、
即
座
に
対
応
す
る
必
要

性
が
高
い
一
方
、
書
き
込
ん
だ
者

の
特
定
や
サ
イ
ト
へ
の
削
除
請
求

に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
側
面
が

あ
り
ま
す
。
情
報
発
信
の
た
め
に

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、
こ

の
危
険
性
を
常
に
意
識
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
対

す
る
個
別
指
導
に
帯
同
し
た
弁
護

士
よ
り
、
帯
同
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
本
研
究
会
に
所
属
す
る
弁
護

士
は
、
会
員
の
皆
様
に
対
す
る
個

別
指
導
へ
の
帯
同
を
行
っ
て
い
ま

務
化
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を

議
論
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し

て
い
な
い
と
療
養
担
当
規
則
違
反

で
指
導
・
保
険
医
取
消
対
象
と
な

り
得
る
と
い
う
強
引
な
内
容
で
、

さ
ら
な
る
制
度
反
対
の
声
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

　

弁
護
士 

與
語　

信
也
】

す
。
所
属
弁
護
士
は
兵
庫

県
下
で
行
わ
れ
る
個
別
指

導
に
つ
い
て
常
に
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
個
別
指
導
の
通
知
が

届
き
、
指
導
内
容
や
対
応

に
不
安
が
お
あ
り
の
場
合

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
保
険

医
協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
他
、
来
年
４
月
施

行
予
定
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
の
原
則
義

ス
ト
レ
ス
軽
減
等
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
コ
ー
チ
ン
グ

に
よ
り
信
頼
関
係
を
築
い
た
結
果

に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
医

療
現
場
以
外
で
も
生
か
せ
る
ス
キ

ル
と
感
じ
ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

木
村　

祐
子
】

持
ち
こ
ま
れ
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て

ま
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た

訴
訟
の
あ
り
方
等
、
す
ば
ら
し
い

講
演
で
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間

半
で
し
た
。

　

損
害
賠
償
請
求
の
要
件
と
し
て

は
、
過
失
、
因
果
関
係
、
損
害
の

三
つ
が
そ
ろ
う
必
要
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
初
期
対
応
と
し
て
、

ま
ず
自
分
が
入
っ
て
い
る
保
険
を

把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

争
う
べ
き
事
案
は
争
い
、
そ
う

で
な
い
案
件
は
早
期
解
決
し
、
検

演
を
聞
い
て
の
ま
と
め
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
質
問
が
色
々
と
出
ま
し

た
。
福
崎
町
の
先
生
は
、
医
師
が

亡
く
な
り
、
遺
族
が
賠
償
責
任
を

負
う
際
に
つ
い
て
「
同
時
に
二
つ

の
医
賠
責
に
加
入
し
て
い
て
、
補

償
対
象
が
重
な
っ
て
い
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
」
と
聞
か
れ
、
鵜

飼
先
生
は
「
１
カ
所
か
ら
し
か
補

償
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
の

入
っ
て
お
ら
れ
る
保
険
を
よ
く
確

認
し
、
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
早
速
、
私
も
加
入
し
て

い
る
保
険
を
確
認
し
よ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
明
石
市
の
先
生
は
、
今
や

頻
繁
に
身
近
に
あ
り
ま
す
自
院
の

口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
書
き
込
み

で
、
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
書
き

込
ま
れ
、
名
誉
毀
損
に
値
す
る
内

容
に
憤
り
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
ど
う
対
処
す
る
か
は
、
な

か
な
か
難
し
い
問
題
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
鵜
飼
先
生
、
貴
重
な
ご

講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
ぜ
ひ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
再
度
参
加
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
先
生
方
は
医
師
賠
償

責
任
保
険
に
加
入
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
今
一
度
ご
自
身
の
加
入

を
ご
確
認
さ
れ
、
未
加
入
の
先
生

は
、
当
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保

険
等
を
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

【
姫
路
市
・
歯
科　
小
松　

盛
樹
】

討
時
に
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
文
献
等

と
カ
ル
テ
と
の
照

合
、
そ
し
て
法
的

紛
争
に
な
り
そ
う

な
場
合
は
ご
自
分

だ
け
で
抱
え
込
ま

ず
専
門
家
・
機
関

の
手
も
借
り
る
と

い
う
こ
と
を
、
講

入っている保険の内容を確認
することが大切と話す鵜飼弁
護士　　　　　　　　　　　

大石まり子先生がオンラ
インでコーチングの技術
を解説した　　　　　　

ネット上の誹謗中傷への
対応について意見交換　

日　時　10月20日（木）13時～14時20分（終了後パレード）
会　場　東京・日比谷野外音楽堂（オンラインでも視聴可能）
・スローガン
①医療・社会保障の拡充で、いのちと人権まもる政治への転換を
② 医師、看護師、介護職員、保育士などの大幅増員・処遇改善、公衆衛
生体制の拡充を！

③患者・利用者の負担増ストップ！地域の医療・介護を守れ！
④平和なくして医療・介護・福祉なし
オンライン視聴（https://youtu.be/uwXx9m8-Ilc）は
右記から可能です
主　催　 22年「＃いのちまもる　医療・社会保障を立

て直せ！10・20総行動」実行委員会

勤務先を問わず補償／免責金額はありません／弁護士費用、
訴訟費用等も補償／高額補償も新設／割引率15％適用

〈医科勤務医〉
Ｓ型１事故３億円補償　年間保険料53,840円
Ａ型１事故１億円補償　年間保険料43,210円

〈歯科勤務医〉
Ａ型１事故１億円補償　　年間保険料5,750円
Ｃ型１事故3000万円補償　年間保険料4,080円

姫
路
・
西
播
支
部　

姫
路
・
西
播
支
部　

医
賠
責
研
究
会

報 告
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医
学
者
の
研
究
成
果
を

医
学
者
の
研
究
成
果
を

生
か
し
て
こ
そ

生
か
し
て
こ
そ

ワ
ク
チ
ン
一
辺
倒
の

ワ
ク
チ
ン
一
辺
倒
の

戦
略
の
愚
策

戦
略
の
愚
策

新型コロナ対応新型コロナ対応
　

広
川　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

は
、
過
去
に
混
合
診
療
、
医
の
倫

理
、
医
学
研
究
の
あ
り
方
な
ど
、

時
々
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
福
島

先
生
に
助
言
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。　

　

７
月
23
日
の
協
会
政
策
研
究
会

で
は
、
福
島
先
生
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
科

学
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
①
第
７

波
の
感
染
爆
発
か
ら
み
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
有
用
性
・
有
効
性
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
、
②
接
種
後
の

死
亡
事
例
に
つ
い
て
全
数
徹
底
調

査
す
べ
き
、
③
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
対
策
づ
く
り
が
大
切
、
④
感

染
防
止
の
基
本
原
則
遵
守
・
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
・
感
染
経

路
の
調
査
、
と
い
う
貴
重
な
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
は
じ
ま
る
と
い
う
報
道
を

前
に
、
先
生
に
あ
ら
た
め
て
現
時

点
の
研
究
報
告
を
も
と
に
お
話
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ
る
課
題
が
山
積
す
る

中
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
「
科
学
的
分
析
と
対
応
」
を
提
言
し
続

け
る
福
島
雅
典
京
都
大
学
名
誉
教
授
に
、
西
山
裕
康
理
事
長
、
広

川
恵
一
顧
問
が
お
話
を
伺
っ
た
。

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

常
診
療
の
中
で
思
考
停
止
に
お
ち

い
ら
な
い
よ
う
、
医
学
・
倫
理

的
、
現
場
の
実
態
・
意
見
、
社
会

思
想
史
的
・
歴
史
的
に
み
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

福
島　

ま
っ
た
く
同
感
で
す
。

ま
ず
医
療
上
ど
う
対
処
す
る
の
か

を
原
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
な
ど

疫
病
史
の
中
で
確
立
し
た
三
原
則

は
、
検
疫
、
消
毒
、
隔
離
、
に
尽

き
ま
す
。
今
回
の
感
染
拡
大
の
初

期
段
階
で
こ
れ
に
成
功
し
た
の
は

台
湾
で
す
が
、
日
本
政
府
は
全
く

学
ぼ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
中

国
・
武
漢
で
の
初
期
対
応
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
私
は
す
ぐ

に
基
本
的
な
こ
と
を
論
文
に
ま
と

め
、
各
方
面
に
提
言
を
行
い
ま
し

た
。

　

西
山　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
提
言

の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

福
島　

２
０
２
０
年
初
頭
に
新

福島　雅典 京都大学名誉教授
【ふくしま　まさのり】1948年生まれ、1973年名古屋大学
医学部卒業、1978年愛知県がんセンター・内科診療科医
長。1994年には世界中の医療従事者が信頼を寄せる診断・
治療マニュアル「MSDマニュアル（旧メルクマニュア
ル）」の翻訳、監修。2000年から京都大学医学部教授、附属
病院外来化学療法部長。2013年から神戸医療産業都市の先
端医療振興財団・医療イノベーション推進（TRI）センタ
ー長などを歴任。2021年アカデミア発の臨床研究の推進な
どを目的とした一般財団法人「LHS研究所」（名古屋市）を
設立

そ
の
点
で
は
中
国
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
見
解
は
私
の
臨
床
経
験
に
合

致
す
る
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
サ

チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
95
％
以
下
だ

っ
た
ら
Ｃ
Ｔ
を
と
り
、
浸
潤
像
が

あ
っ
た
ら
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
う
、

そ
う
す
れ
ば
間
質
性
肺
炎
は
防
げ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
日
本
に
上
陸
し
た
当

初
か
ら
、
病
態
を
見
れ

ば
、
間
質
性
肺
炎
を
防
ぐ

こ
と
が
治
療
の
鍵
で
あ
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
。
中
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
意
見
と
し
て
、
適
切
な

時
期
の
予
防
的
ス
テ
ロ
イ

ド
投
与
が
効
果
的
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

西
山　

初
期
の
こ
ろ

は
、
マ
ス
ク
も
ア
ル
コ
ー

ル
も
不
足
で
、
診
断
も
治

療
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、

ま
さ
に
裸
で
戦
場
に
行
く

よ
う
な
不
安
の
中
で
診
療

し
て
い
ま
し
た
。

　

福
島　

私
の
腫
瘍
内
科

の
経
験
か
ら
も
、
す
で
に

80
年
代
初
頭
か
ら
半
ば
に

か
け
て
悪
性
リ
ン
パ
腫
治

療
後
の
間
質
性
肺
炎
が
問

題
と
な
り
、
同
様
の
結
論

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

る
。
日
本
で
も
そ
れ
に
基
づ
き
早

期
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
整
備
さ

れ
、
時
々
の
知
見
を
加
え
て
、
今

や
世
界
最
高
水
準
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
実
績
を
正
当
に
評

価
せ
ず
に
、
浮
足
立
つ
社
会
状
況

は
度
し
難
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

問
題
は
そ
う
し
た
医
療

提
供
を
す
る
仕
組
み
、
体
制
だ
と

思
う
の
で
す
が
。

　

福
島　

そ
う
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
安
定
的
な
医
療
供

給
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
専
門

診
療
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
必
要
で

し
た
。

　

地
域
ご
と
に
廃
校
に
な
っ
た
学

校
を
病
院
に
転
用
す
れ
ば
い
い
の

で
す
。
学
校
は
窓
を
全
部
開
け
て

換
気
が
で
き
ま
す
し
、
教
室
を
病

室
に
、
給
食
室
を
調
理
場
に
す
る

こ
と
で
、
容
易
に
病
院
に
転
換
で

き
る
構
造
で
す
。

　

医
療
圏
単
位
で
発
生
患
者
数
・

重
症
者
数
の
デ
ー
タ
は
揃
っ
て
お

り
、
必
要
設
備
、
人
数
を
割
り
出

せ
ば
、
設
置
基
準
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
に
基
づ
き
、
行
政

機
関
と
医
師
会
・
基
幹
病
院
・
特

定
機
能
病
院
か
ら
構
成
す
る
協
議

き
る
予
備
病
院
が
、
街
に
も
郊
外

に
も
あ
る
と
い
う
医
療
提
供
体
制

を
つ
く
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
私
は
初
期
の
段
階
か
ら

こ
れ
を
主
張
し
、
厚
生
労
働
省
な

ど
に
も
提
言
し
て
い
ま
し
た
が
、

政
府
は
ま
っ
た
く
動
こ
う
と
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

広
川　

通
常
で
は
症
状
が
あ
っ

て
受
診
、
そ
し
て
診
断
、
治
療
で

す
。
し
か
し
、
今
は
と
に
か
く
抗

原
検
査
、
と
に
か
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
、
適
切
な
表
現
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
コ
ロ
ナ
か
コ

ロ
ナ
で
な
い
か
」
に
重
き
が
置
か

れ
、
通
常
の
医
療
に
手
が
回
り
き

ら
な
い
現
状
で
あ
る
こ
と
を
聞
き

ま
す
。

　

福
島　

そ
れ
が
「
医
療
崩
壊
」

の
最
た
る
も
の
で
、
大
問
題
で

す
。
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
対
応
を
普
通

の
診
療
体
制
の
中
で
や
る
か
ら
、

一
般
診
療
が
お
ざ
な
り
に
な
る
。

愚
の
骨
頂
で
、
初
め
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
専
門
診
療
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
っ
て
開
業
医
の
先
生
方
と
機

能
分
担
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
。
保
健
所
が
こ
の
大
規
模
な
感

染
者
の
管
理
、
療
養
指
導
を
で
き

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
述
し

た
間
質
性
肺
炎
も
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
な
い
と
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
１
０
０
人
に
一
人
二

人
と
起
こ
る
の
だ
か
ら
、
今
言
っ

た
体
制
を
取
ら
な
い
と
無
理
で
、

通
用
し
な
い
こ
と
を
や
り
続
け
て

い
る
の
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

西
山　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で

政
策
に
反
映
さ
せ
る
の
は
困
難
で

す
ね
。

　

福
島　

２
０
２
１
年
に
私
は
臨

床
家
か
ら
の
提
言
も
行
い
ま
し

た
。
そ
の
要
点
は
、
第
一
に
医
学

者
の
重
要
な
研
究
成
果
を
十
分
に

生
か
す
こ
と
。
第
二
に
現
場
の
医

療
状
況
把
握
は
も
と
よ
り
、
医
師

の
率
直
な
声
を
生
か
す
こ
と
。
第

三
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
と
診
断
さ
れ
た

方
へ
の
医
療
的
な
配
慮
を
す
る
こ

と
、
こ
れ
は
保
健
所
対
応
で
は
無

理
で
す
。
第
四
に
戦
略
的
科
学
研

究
、
研
究
開
発
を
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
「
ワ
ク
チ
ン
を
つ
く
れ
、
つ

く
れ
」
は
方
向
性
が
違
い
ま
す
。

そ
し
て
第
五
に
感
染
防
御
三
原
則

の
実
施
を
周
到
か
つ
綿
密
に
徹
底

し
て
実
施
す
る
こ
と
、
こ
の
５
点

で
す
。

　

西
山　

非
常
に
重
要
な
指
摘
で

す
ね
。
基
本
的
な
こ
と
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

福
島　

日
本
経
済
新
聞
が
「
日

本
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
論
文
が
少
な
い
、
存
在
感
が
薄

い
」
と
い
う
記
事
を
書
き
ま
し

た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
の
ト
ッ
プ
か
ら
も
私
に

「
日
本
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
論
文
数

が
少
な
い
、
ど
う
い
う
こ
と
か
」

と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
私
は
「
日
本
は

死
亡
率
が
著
し
く
低
い
の
で
、
そ

れ
と
相
関
し
て
い
る
。
治
療
プ
ロ

ト
コ
ー
ル
は
確
立
し
て
お
り
、
大

学
の
先
生
方
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

適
切
に
対
応
し
て
い
る
限
り
問
題

視
し
て
い
な
い
。
し
か
も
問
題
は

数
で
は
な
く
、
日
本
の
研
究
者
は

重
要
な
論
文
は
出
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

　

広
川　

課
題
、
テ
ー
マ
も
内
容

に
つ
い
て
の
言
及
も
な
く
論
文
の

数
だ
け
で
通
り
一
遍
に
評
価
を
す

る
の
は
表
層
的
で
正
し
く
な
い
見

方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
島　

そ
う
で
す
。
例
え
ば
感

染
防
御
関
連
で
も
、
早
い
時
期
に

五
つ
の
重
要
論
文
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

唾
液
検
査
で
十
分
な
感
度
と
特

異
度
で
精
度
高
く
検
出
で
き
る
こ

と
（
北
海
道
大
学
・
豊
嶋
崇
徳
教

授
）、
不
顕
性
感
染
者
の
自
然
経

過
の
特
徴
（
藤
田
医
科
大
学
・
土

井
洋
平
教
授
）、
遺
伝
子
が
大
幅

に
変
わ
る
中
で
の
ゲ
ノ
ム
解
析
の

導
入
の
必
要
性
（
慶
應
義
塾
大
学

・
小
崎
健
次
郎
教
授
）、
年
齢
別

患
者
数
と
死
亡
リ
ス
ク
（
国
立
感

染
症
研
究
所
）、
人
の
皮
膚
上
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
生
存
期

間
（
京
都
府
立
医
科
大
学
・
廣
瀬

亮
平
助
教
）。

　

こ
れ
ら
の
重
要
研
究
成
果
を
生

か
す
に
は
、
複
数
の
臨
床
医
を
中

心
と
す
る
感
染
対
策
の
司
令
塔
が

必
要
で
す
が
、
提
言
を
し
て
も
政

府
は
全
く
応
じ
よ
う
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
基
本
で
あ
る
換
気
と
、

安
静
・
栄
養
で
免
疫
を
高
め
る
こ

と
な
ど
も
、
ま
っ
た
く
強
調
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
方
で

「
飲
食
店
の
営
業
時
間
を
短
く
せ

よ
」「
出
歩
く
の
を
避
け
よ
」
な

ど
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
こ
と
ば
か
り

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
人
は
そ
の
程
度
の
常
識
は
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
な

く
、
サ
イ
エ
ン
ス
を
適
切
に
適
用

す
る
姿
勢
こ
そ
必
要
な
の
で
す
。

　

広
川　

そ
う
し
た
中
で
ワ
ク
チ

ン
の
新
し
い
接
種
が
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
る
、
マ
ス
コ
ミ
が
安
全
性
・

有
効
性
の
情
報
に
つ
い
て
識
者
や

国
民
の
賛
否
両
論
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
紹
介
せ
ず
、
政
府
の
方
針
を

そ
の
ま
ま
に
報
道
す
る
。
こ
れ
で

は
報
道
機
関
の
役
割
が
十
分
に
果

た
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

福
島　

そ
も
そ
も
変
異
を
繰
り

返
す
ウ
イ
ル
ス
に
、
ワ
ク
チ
ン
一

辺
倒
で
対
応
す
る
戦
略
が
愚
策
で

す
。
わ
た
し
は
論
説
記
事
に
「
こ

う
し
た
戦
略
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
抑
え
込
め
る
と
考
え
る
の

は
妄
想
で
あ
る
」
と
表
現
し
ま
し

た
。
日
本
の
状
況
は
異
常
で
、
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
な
い
人
へ
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
ま
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

広
川　

残
念
な
が
ら
こ
れ
は
あ

ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
話
で
、
自
分

の
決
定
は
強
制
さ
れ
る
べ
き
で
な

く
、
個
々
の
自
己
決
定
が
支
え
も

守
ら
れ
も
し
な
い
。
と
て
も
大
き

な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
島　

し
か
も
、
厚
労
省
が
定

期
的
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

に
報
告
し
て
い
る
統
計
で
は
、
驚

く
べ
き
こ
と
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

の
方
が
、
感
染
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
表
を
み
れ
ば
わ
か
り
ま

す
が
、
10
万
人
当
た
り
の
陽
性
者

数
は
、
50
歳
代
、
80
歳
代
を
除
い

た
年
齢
層
で
「
２
回
接
種
者
」
の

方
が
「
未
接
種
者
」
に
比
べ
て
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
顕
著
な
の
は

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

表　ワクチン接種歴別の新規陽性者数（2022／８／15～21）

未接種 ２回目接種済み
（３回目接種済みを除く） ３回目接種済み 接種歴

不明
新規
陽性者数
（8/15-21
の合計）

未接種
者数

（8/21時点）

10万人
あたりの
新規
陽性者数

新規
陽性者数
（8/15-21
の合計）

２回目
接種者数
（３回目
接種者数
を除く）
（8/21時点）

10万人
あたりの
新規
陽性者数

新規
陽性者数
（8/15-21
の合計）

３回目
接種者数
（8/21時点）

10万人
あたりの
新規
陽性者数

新規
陽性者数
（8/15-21
の合計）

０-11歳 123,713 10,597,243 1167.4 
12-19歳 23,543 2,204,790 1067.8 37,279 3,333,876 1118.2 25,655 3,390,239 756.7 36,118
20-29歳 31,544 2,400,073 1314.3 57,281 3,978,579 1439.7 74,316 6,343,903 1171.5 54,786
30-39歳 26,916 2,830,393 951.0 47,369 3,844,844 1232.0 76,099 7,619,771 998.7 52,163
40-49歳 21,253 3,177,059 669.0 41,110 3,852,345 1067.1 97,554 11,326,361 861.3 52,018
50-59歳 12,800 1,201,778 1065.1 21,154 2,334,152 906.3 93,244 13,228,518 704.9 39,435
60-64歳 3,421 607,723 562.9 4,268 540,738 789.3 36,380 6,249,453 582.1 13,542
65-69歳 2,259 1,056,802 213.8 2,246 331,779 677.0 29,984 6,695,865 447.8 9,844
70-79歳 3,494 857,349 407.5 3,029 538,697 562.3 49,833 14,798,422 336.7 16,535
80-89歳 2,403 23,528 10213.4 2,170 369,796 586.8 29,413 8,634,215 340.7 11,325
90歳以上 1,072 － － 892 125,177 712.6 12,123 2,276,996 532.4 5,186

新規陽性者合計 252,418 A 216,798 B 524,601 C

第97回新型コロナウイルス感染症アドバイザリーボード提出資料
接種歴不明除く新規陽性
者数Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝Ｄ 993,817

２回および３回接種済新
規陽性者数Ｂ＋Ｃ＝Ｅ 741,399

ブレークスルー感染率
Ｅ／Ｄ 74.6%

会
が
、
地
域
の

リ
ソ
ー
ス
状
況

に
応
じ
て
医
師

・
看
護
師
等
の

派
遣
を
行
い
ま

す
。
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
ド
ク
タ

ー
や
ナ
ー
ス
も

関
与
さ
せ
れ

ば
、
最
高
の
実

践
経
験
の
場
に

も
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
医
療

水
準
や
国
力
か

ら
み
れ
ば
、
そ

の
気
に
な
れ
ば

十
分
可
能
で

す
。
今
後
の
災

害
に
も
対
応
で
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免
疫
系
へ
の
影
響
疑
い

免
疫
系
へ
の
影
響
疑
い

重
大
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

重
大
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
死
亡
事
例

の
死
亡
事
例

科
学
的
成
果
を
生
か
す

科
学
的
成
果
を
生
か
す

姿
勢
と
仕
組
み
を

姿
勢
と
仕
組
み
を

特別インタビュー

科学的怠慢に満ちた国科学的怠慢に満ちた国のの
（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

65
歳
か
ら
69
歳
で
、
新
規
陽
性
者

数
は
「
２
回
接
種
者
」
は
３
倍
、

「
３
回
接
種
者
」
で
２
倍
、
そ
れ

ぞ
れ
「
未
接
種
者
」
よ
り
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
は
国
民
に
「
な
ぜ
そ
う
な

っ
て
い
る
か
」
を
説
明
す
る
べ
き

で
す
。
ま
た
、
感
染
率
が
下
が
っ

て
い
な
い
デ
ー
タ
は
百
歩
譲
っ
て

脇
に
置
い
て
も
、
本
当
に
重
症
化

率
と
死
亡
率
が
下
が
っ
て
い
る
の

か
、
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
す
。

こ
の
点
の
解
明
を
求
め
て
、
厚
生

労
働
大
臣
に
公
開
質
問
状
と
情
報

開
示
請
求
を
し
ま
し
た
。

　

西
山　

そ
も
そ
も
こ
の
デ
ー
タ

が
非
常
に
乱
暴
で
、
検
証
も
困
難

な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
接
種
日
が
不
明
な
の
で
、
効

果
が
表
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ

な
ど
も
考
慮
が
必
要
で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
感
染
者
数
と
、
行
動

制
限
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
を

素
直
に
み
る
と
、
本
当
に
ど
う
い

う
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
極
め
て

疑
問
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

ね
。

　

福
島　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、

ど
う
読
む
の
か
の
限
界
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
以
前
は
「
接
種
歴
不

明
者
」
を
「
未
接
種
者
」
に
入
れ

る
な
ど
雑
な
こ
と
も
し
て
い
ま
し

た
。

　

た
だ
「
接
種
し
た
か
ら
感
染
率

が
下
が
っ
た
と
い
う
事
実
は
な

い
」
こ
と
は
言
え
ま
す
。
同
じ
資

料
か
ら
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染
率

を
計
算
す
る
と
「
接
種
歴
不
明

者
」
を
除
い
た
場
合
で
、
未
接
種

者
を
含
め
た
新
規
陽
性
者
99
万
３

８
１
７
人
の
う
ち
、
ワ
ク
チ
ン
接

　

広
川　

先
日
開
か
れ
た
兵
庫
県

保
険
医
協
会
の
西
宮
・
芦
屋
支
部

の
世
話
人
会
で
「
発
熱
外
来
の
実

感
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無

で
有
意
差
を
感
じ
な
い
」「
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
続
け
て
も
感
染
者

は
増
え
続
け
て
い
る
」「
重
症
化

防
止
の
エ
ビ
デ
ン
ス
も
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
お
盆
以
降
の
ご
く
短
期

間
で
す
が
私
が
診
察
し
た
患
者
さ

ん
の
状
況
で
も
、
抗
原
検
査
で
20

人
陽
性
で
、
９
割
が
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
ら
れ
た
方
で
、
４
回
目
を
接

種
し
て
か
ら
１
週
間
前
後
の
２
人

が
陽
性
で
し
た
。

　

福
島　

開
業
医
の
先
生
方
が
実

臨
床
の
経
験
か
ら
「
ワ
ク
チ
ン
が

効
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
実
感
を
持
っ
て
い
る
と
の
話

は
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
も
そ
も

「
接
種
し
た
人
の
方
が
陽
性
率
は

高
い
」
こ
と
は
、
免
疫
学
的
に
重

大
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

広
川　

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
を
上

げ
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
に
よ
る
免

疫
機
能
の
低
下
な
ど
、
何
ら
か
の

影
響
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
な
い
か
と
い
う
意
見

も
聞
か
れ
ま
す
が
。

　

福
島　

天
然
痘
の
よ
う
に
安
定

し
た
ゲ
ノ
ム
で
な
く
、
変
化
し
続

け
る
ウ
イ
ル
ス
に
ワ
ク
チ
ン
で
対

抗
す
れ
ば
、
耐
性
と
の
イ
タ
チ
ご

っ
こ
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
獲

得
免
疫
を
ブ
ー
ス
ト
す
る
の
で
な

く
、
自
然
免
疫
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

重
要
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
べ

き
で
す
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
の
先
生
方

が
、
だ
液
中
の
Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
値
が

高
い
人
が
感
染
し
て
い
な
い
こ
と

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
で
未
感
染
の
人
は
、
交
差

性
の
Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
を
持
っ
て
い
た

と
の
研
究
結
果
で
す
。
実
は
当
初

日
本
人
は
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
る

人
が
多
く
感
染
が
少
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
、
一
つ
の
仮
説
で
す

が
非
常
に
説
得
的
で
す
。
し
か
し

西山 裕康 理事長

広川 恵一 顧 問

そ
の
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
そ

れ
が
破
壊
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
恐
ろ
し
い
こ
と

で
す
。
本
来
経
粘
膜
感
染
に
つ
い

て
は
Ｉ
ｇ
Ａ
が
主
役
、
そ
こ
を
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
ま
さ
に

大
気
・
安
静
・
栄
養
が
基
本
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
ず
、

ワ
ク
チ
ン
の
頻
回
接
種
で
、
Ｉ
ｇ

Ｇ
ば
か
り
作
れ
ば
、
抗
体
依
存
性

　

西
山　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死

亡
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
厚
生
労
働
省
は
ま
っ
た
く

因
果
関
係
を
認
め
よ
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

広
川　

７
月
23
日
の
先
生
の
ご

講
演
で
示
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
発

表
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
死
亡
と
し
て

報
告
さ
れ
た
事
例

の
概
要
」
で
は
死

亡
発
生
は
接
種
２

日
後
が
最
多
で
主

に
１
日
〜
３
週
間

あ
ま
り
に
わ
た
っ

て
み
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

福
島　

「
薬
を

飲
ん
で
、
い
つ
も

と
違
う
こ
と
が
起

こ
っ
た
ら
薬
の
せ

い
と
考
え
る
」
こ

れ
が
薬
害
防
止
の
基
本
姿
勢
で

す
。

　

そ
も
そ
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の

ワ
ク
チ
ン
は
、
米
国
に
お
け
る
早

期
臨
床
試
験
の
結
果
が
出
た
段
階

で
、
特
例
承
認
さ
れ
た
も
の
で

す
。
い
わ
ば
見
切
り
発
車
で
、
安

種
者
は
74
万
１
３
３
９
人
、
何
と

74
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
み
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
に
感
染

予
防
効
果
が
な
い
の
は
明
ら
か
で

す
（
22
年
８
月
15
日
〜
21
日
の
期

間
）。

感
染
増
強
が
起
こ
り
ま
す
。
何
度

も
同
じ
抗
原
が
入
っ
て
く
る
と
、

生
体
の
認
識
系
が
誤
っ
て
そ
れ
に

対
す
る
抗
体
ば
か
り
つ
く
る
よ
う

に
な
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
も
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

と
に
か
く
フ
ァ
ク
ツ
を
整
理
し

て
、
そ
こ
か
ら
議
論
す
る
こ
と
が

何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
性
と
有
効
性
が
十
分
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
も
現
場
の
医
師

が
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
て
わ
ざ

わ
ざ
報
告
し
た
も
の
だ
け
で
接
種

後
の
死
亡
が
１
７
７
９
件
（
22
年

７
月
10
日
現
在
）、
重
大
な
事
態

で
す
。

　

し
か
も
、
図
の
よ
う
に
２
日
後

の
死
亡
が
突
出
し
て
多
く
、
そ
の

後
な
だ
ら
か
に
減
っ
て
い
く
生
物

学
的
パ
タ
ー
ン
が
顕
著
に
表
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ワ
ク
チ
ン
と
死

亡
の
関
連
を
疑
う
の
に
十
分
な
根

拠
で
す
。
関
連
が
な
い
な
ら
死
亡

日
は
イ
ー
ブ
ン
に
な
る
は
ず
で
、

こ
ん
な
傾
向
は
出
ま
せ
ん
。

　

原
因
も
、
心
血
管
障
害
が
多
数

を
占
め
、
横
紋
筋
融
解
を
起
こ
し

て
い
た
事
例
が
、
す
で
に
世
界
中

で
25
以
上
の
論
文
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
地
域
で
も
95

％
の
意
味
に
つ
い
て
多
く
は
正
し

く
説
明
も
な
さ
れ
ず
、
理
解
も
さ

れ
な
い
ま
ま
の
よ
う
で
す
。
ざ
っ

と
４
万
３
５
０
０
人
を
半
数
ず
つ

に
分
け
、
半
数
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

し
た
人
と
、
プ
ラ
セ
ボ
接
種
の
人

の
比
較
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
感
染
し

て
発
症
し
た
」
人
が
８
人
と
１
６

２
人
、
こ
れ
を
比
較
し
て
95
％
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
も
し
な
く
て
も

「
感
染
も
発
症
も
し
な
い
確
率
」

は
99
％
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

福
島　

今
や
陽
性
者
も
、
大
半

が
無
症
状
、
軽
微
な
風
邪
で
、
感

染
は
し
て
い
て
も
不
顕
性
感
染
か

も
し
れ
な
い
、
単
に
そ
れ
だ
け
の

こ
と
で
す
。
治
療
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

　

広
川　

本
日
は
日
常
診
療
で
重

要
な
考
え
る
素
材
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
う
や
く
い
ろ
ん
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
厚
労
省

か
ら
の
デ
ー
タ
、
研
究
成
果
を
も

と
に
わ
か
っ
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に

自
分
た
ち
自
身
の
手
応
え
・
デ
ー

タ
を
み
な
が
ら
考
え
る
一
つ
の
時

期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

西
山　

最
後
に
今
の
日
本
の
体

制
上
、
科
学
的
検
証
に
ど
う
い
う

課
題
が
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　

福
島　

例
え
ば
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ

（
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）
創

設
な
ど
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す

が
、
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
そ

う
し
た
議
論
が
起
こ
る
の
は
抜
き

が
た
い
ア
メ
リ
カ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
で
す
。
現
に
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
ア
メ
リ

カ
医
療
の
困
難
を
何
も
解
決
し
て

い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
医
療
は

ひ
ど
い
棄
民
政
策
で
、
す
で
に
平

均
寿
命
が
下
が
り
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　

日
本
は
既
存
の
仕
組
み
で
ア
メ

リ
カ
よ
り
、
よ
く
対
応
し
て
い
ま

す
。
大
学
病
院
、
特
定
機
能
病
院

に
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
使
っ
て
ラ

ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
す
れ
ば
い

ろ
ん
な
傾
向
が
わ
か
り
ま
す
。
逆

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
者
な

ど
こ
そ
、
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る

の
で
全
数
調
査
す
れ
ば
い
い
。
既

存
の
日
本
の
行
政
の
仕
組
み
を
使

え
ば
何
で
も
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
科
学
的
議
論
を
す
る
場
合

は
い
ろ
ん
な
知
見
を
必
ず
論
文
に

ま
と
め
て
、
し
か
る
べ
き
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
の
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲

載
す
る
べ
き
で
す
。
繰
り
返
し
ま

す
が
日
本
の
医
学
研
究
レ
ベ
ル
は

決
し
て
欧
米
に
劣
り
ま
せ
ん
。
問

題
は
そ
う
し
た
成
果
を
生
か
し
て

い
く
姿
勢
な
の
で
す
。

　

広
川　

本
日
は
ご
多
忙
の
中
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
先
生
の
お
話
を
日
常
診
療

に
活
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

は
確
立
し
て
お
り
、
陽
性
者
数
の

み
で
大
騒
ぎ
す
る
の
は
異
常
で

す
。
し
か
も
こ
れ
以
上
の
頻
回
接

種
は
、
免
疫
に
異
常
が
生
じ
、
将

来
ど
ん
な
問
題
が
起
こ
る
の
か
、

大
変
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

デ
ー
タ
か
ら
も
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
感
染
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
」
と
し
か
説
明
の
し
よ
う
が
な

く
「
何
の
た
め
の
接
種
か
」
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。「
モ
ノ
言
え
ば

唇
寒
し
」
で
皆
が
口
を
つ
ぐ
む
な

か
、
先
ほ
ど
紹
介
さ
れ
た
現
場
の

開
業
医
の
先
生
方
の
感
覚
が
的
を

射
て
お
り
、
今
こ
そ
開
業
医
の
診

療
実
感
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
保

険
医
協
会
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

図　ワクチン接種後の死亡までの日数と死亡例数

以下出典より福島作成：新型コロナワクチン接種後の死亡として報告された事例の概要：厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応
検討部会（第 60－64回）、薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（2021年度第 8、9、10－13回）報
告資料（補足資料 SA1-1 ～ SA1-8）
2021年 5月 26日、6月 9日、6月 23日、7月 7日および 7月 21日に発出された厚生労働省の報告書において、それぞれの報告時点
毎に着色したヒストグラムで死亡例を示す。接種日を１日目とする。
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私
の
知
っ
て
い
る
日
本
の

事
例
で
も
、
28
歳
の
人
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
５
日
後
に
亡
く

な
り
、
剖
検
し
た
ら
心
臓
の

横
紋
筋
融
解
で
し
た
。
普
通

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
評
価
委
員
会
は

「
評
価
不
能
」
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
本
来
評
価
委
員

会
が
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た

「
事
実
」
に
対
し
て
不
誠
実

な
姿
勢
を
取
ら
ず
「
因
果
関

係
が
否
定
で
き
な
い
」
と
全

数
調
査
を
か
け
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
科
学
上
当
然
の

こ
と
で
、
そ
れ
を
行
わ
な
い

の
は
科
学
的
怠
慢
で
す
。
今

後
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
中
長

期
的
な
副
反
応
を
厳
重
に
観

測
し
、
被
害
者
調
査
、
死
亡

者
調
査
を
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
や
る
べ
き
で
す
。

　

広
川　

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
当
初
は
感

染
抑
制
効
果
が
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
一
定
期
間
で
の

「
発
症
予
防
効
果
95
％
」
は

い
ま
ま
っ
た
く
そ
の
実
感
は
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私
た
ち
の
力
で

核
廃
絶
は
実
現
可
能

原発は人と相いれない
すべての被災者の補償を

核持ち込みを許さない
神戸市民のたたかい学ぶ

「Don't bank on the bomb 

―
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
―
」
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企 画 ①

企 画 ③「非核『神戸方式』」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
金
融
セ
ク
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｐ
Ａ
Ｘ
の
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ

ー
氏
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
な
ど
７
金
融
機
関

が
核
兵
器
製
造
企
業
に
投
融
資
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
核
兵
器
を
違

法
と
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
を
受
け
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政

府
系
フ
ァ
ン
ド
が
核
兵
器
製
造
企

業
へ
の
投
資
を
や
め
る
な
ど
効
果

を
上
げ
て
お
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
に

対
し
、
核
兵
器
に
関
す
る
ポ
リ
シ

ー
を
聞
く
こ
と
が
、
核
廃
絶
に
つ

な
が
る
と
強
調
し
た
。

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
の
松
井

和
夫
氏
は
、
２
０
１
９
年
の
反
核

医
師
の
つ
ど
い
in
京
都
以
来
、
３

回
目
と
な
る
金
融
機
関
調
査
結
果

を
報
告
。
Ｐ
Ａ
Ｘ
が
レ
ポ
ー
ト
で

核
兵
器
製
造
企
業
に
投
資
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
５
金
融
機

関
を
含
む
７
金
融
機
関
か
ら
回
答

が
あ
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ

い
て
、
回
答
が
あ
っ
た
金
融
機
関

は
す
べ
て
「
重
視
し
て
い
る
」
ま

た
は
「
認
識
し
て
い
る
」
と
回
答

し
、
条
約
を
意
識
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
だ
と
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
に
核

兵
器
関
連
企
業
に
投
融
資
し
て
い

る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
５
金
融
機

関
と
も
、
レ
ポ
ー
ト
に
記
載
の
事

実
は
把
握
し
て
い
た
が
、
事
実
か

ど
う
か
の
回
答
は
拒
否
し
て
い
る

と
紹
介
し
た
。

　

松
井
先
生
は
、
調
査
を
繰
り
返

す
に
つ
れ
、
核
兵
器
製
造
企
業
へ

の
投
融
資
に
関
し
て
、
金
融
機
関

は
禁
止
の
方
向
で
前
向
き
に
確
実

に
変
化
し
て
い
る
と
報
告
。
特

に
、
ポ
リ
シ
ー
に
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
改
善
点
は
残
る
も
の

の
、
り
そ
な
・
第
一
生
命
は
核
兵

器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
は
行
わ

な
い
と
明
言
し
て
お
り
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
と
分
析
。
核
兵
器
が
使
わ
れ

る
前
に
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
投
資
撤
収

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
参
加
者
に

行
動
を
訴
え
た
。

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、

核
兵
器
製
造
企
業
か
ら
資
金

を
引
き
揚
げ
さ
せ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「Don't bank on 

the bomb

」
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　

世
界
中
の
市
民
団
体
や
メ

デ
ィ
ア
、
金
融
機
関
の
報
告

な
ど
を
も
と
に
し
て
、
核
兵

器
製
造
企
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ａ

Ｘ
が
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て

お
り
、
２
０
１
９
年
１
月
か

ら
２
０
２
１
年
７
月
の
間
に

６
８
５
１
億
ド
ル
が
核
兵
器

生
産
者
に
提
供
さ
れ
、
日
本

で
も
、
三
井
住
友
・
み
ず
ほ

　

郷
地
秀
夫
・
核
戦
争
を
防
止
す

る
兵
庫
県
医
師
の
会
代
表
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
齋
藤
紀
・
福

島
医
療
生
協
理
事
長
、
小
出
裕
章

・
元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助

教
、
石
田
仁
・
元
大
熊
町
副
町

長
、
広
川
恵
一
・
兵
庫
県
保
険
医

協
会
顧
問
の
４
人
が
話
題
提
供
し

た
。

　

小
出
氏
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
汚
染
の
大
き
さ
を
解
説
。

「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
は
今

も
続
い
て
お
り
、
事
故
は
終
わ
っ

て
い
な
い
と
強
調
し
、
子
ど
も
た

ち
を
被
曝
か
ら
守
る
の
が
、
福
島

第
一
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

大
人
の
責
任
と
し
た
。

住
民
を
ま
と
め
て
計
画
を
撤
回
さ

せ
た
「
開
拓
保
健
婦
」
の
岩
見
ヒ

サ
さ
ん
や
、
原
発
事
故
の
賠
償
金

で
境
内
に
反
原
発
・
平
和
の
発
信

拠
点
「
伝
言
館
」
を
開
い
た
宝
鏡

寺
の
早
川
篤
雄
住
職
な
ど
、
被
災

地
で
生
き
、
闘
う
人
々
の
姿
を
紹

介
し
た
。

　

斎
藤
氏
は
、
原
発
事
故
と
い
う

巨
大
な
複
合
的
被
害
の
な
か
で
、

福
島
で
臨
床
医
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
診
療
に
あ
た
っ
て
き
た
立
場

か
ら
、
甲
状
腺
が
ん
の
問
題
を
ど

う
考
え
る
か
を
提
言
。

　

各
種
調
査
や
研
究
結
果
か
ら
現

時
点
で
は
、
福
島
原
発
事
故
に
よ

る
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
の
過
剰

発
症
は
臨
床
的
、
疫
学
的
に
認
め

ら
れ
ず
、
今
後
も
罹
患
率
レ
ベ
ル

で
放
射
線
誘
発
性
甲
状
腺
が
ん
と

し
て
の
過
剰
発
生
は
生
じ
得
な
い

可
能
性
が
高
い
と
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を

医
学
的
に
問
題
視
し
調
査
対
象
化

し
続
け
る
社
会
的
理
由
は
な
く
、

心
配
だ
か
ら
と
求
め
ら
れ
て
の
検

査
は
当
然
行
う
が
、
学
校
健
診
と

し
て
行
う
よ
う
な
無
症
状
の
子
ど

も
へ
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
診
は
回

避
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
問
題

提
起
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
曝
の
影
響
の
評
価

や
甲
状
腺
検
査
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
郷
地
氏
は
、
原
発
は
人
と
相

い
れ
な
い
こ
と
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
必
要
で
国
と
東
電

が
責
任
を
と
る
べ
き
こ
と
、
放
射

線
の
影
響
は
デ
ー
タ
の
不
確
実
さ

等
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
、
不
安
な
以
上
検
査
は
医

療
人
の
役
割
で
、
そ
れ
は
国
が
保

障
す
べ
き
こ
と
、
現
場
の
医
療
者

を
支
え
る
の
が
他
地
域
の
医
療
者

の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
と

し
て
提
起
し
て
、
確
認
さ
れ
た
。

　

原
発
立
地
自
治
体
で
あ

る
大
熊
町
の
元
副
町
長
で

あ
る
石
田
氏
は
、
将
来
の

健
康
被
害
へ
の
不
安
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
断
と
対
立

・
差
別
、
帰
還
で
き
な
い

こ
と
・
避
難
指
示
解
除
後

の
対
応
へ
の
不
安
、
加
害

者
側
の
不
誠
実
な
対
応
な

ど
に
よ
り
被
災
者
は
疲
れ

切
っ
て
い
る
が
、
一
方

で
、
被
災
地
は
風
化
さ
せ

ら
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

広
川
氏
は
、
東
日
本
大

震
災
・
福
島
第
一
原
発
事

故
後
、
被
災
地
訪
問
を
続

け
て
き
た
経
験
を
紹
介
。

原
発
立
地
候
補
地
と
な
っ

た
岩
手
県
田
野
畑
村
で
、

「東日本大震災 ―福島第一原発事故とその後」

「
人
類
的
危
機
」

引
き
起
こ
さ
せ
る
な

企 画 ②
　

立
命
館
大
学
名
誉
教
授
の
安
斎

育
郎
氏
は
、「『
核
共
有
』『
核
武

装
』『
憲
法
９
条
改
憲
』
で
日
本

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
非

現
実
的
な
『
現
実
主
義
者
』
た
ち

の
主
張
」
と
題
し
講
演
。

　

日
本
維
新
の
会
の
藤
田
文
武
幹

事
長
や
安
倍
晋
三
元
首
相
な
ど
が

「
核
共
有
」（
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
の
議
論
を
呼
び

か
け
る
動
き
が
あ
る
が
、
明
確
に

「
非
核
三
原
則
」
に
違
反
し
て
い

る
と
批
判
。
そ
の
上
、
沖
縄
返
還

前
、
沖
縄
に
は
核
が
配
備
さ
れ
、

使
わ
れ
か
ね
な
い
と
し
た
。

　

「
核
抑
止
論
」
に
は
「
い
ざ
と

な
れ
ば
使
う
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
」「
い
つ
破
綻
す
る
か
わ
か

ら
な
い
」「
核
兵
器
が
使
わ
れ
た

ら
、
そ
の
被
害
は
無
制
限
に
広
が

る
」
な
ど
、
危
険
が
多
い
と
指

摘
。「
核
抑
止
論
」
か
ら
脱
却

し
、
一
刻
も
早
く
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
他
な
い
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
争
に
つ
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
核
基
地
を
作
れ
ば

ロ
シ
ア
と
し
て
は
キ
ュ
ー
バ
危
機

の
再
来
で
あ
り
、
こ
れ
に
ロ
シ
ア

が
反
対
し
て
き
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
ア
メ
リ
カ
が
勧
誘
を
続
け
た

こ
と
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
両
政
府
が
こ
の
戦
争
の
原
因

を
作
っ
て
き
た
と
話
し
、
世
論
は

「
ロ
シ
ア
・
バ
ッ
シ
ン
グ
」
に
傾

い
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

事
実
上
「
核
共
有
」
が

行
わ
れ
て
い
る
状
態

で
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の

と
き
は
あ
わ
や
沖
縄
か

ら
核
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

と
紹
介
し
た
。
そ
の
と

き
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
回
避
さ
れ
た
も
の

の
、
実
際
に
核
兵
器
が

　

原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会
事

務
局
長
の
梶
本
修
史
氏
が
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
非
核
「
神
戸
方

式
」
に
つ
い
て
講
演
。
非
核
「
神

戸
方
式
」
の
原
点
は
、
戦
前
の
川

崎
・
三
菱
神
戸
造
船
所
大
争
議
に

始
ま
る
神
戸
の
港
湾
を
中
心
と
し

た
労
働
者
や
市
民
の
運
動
で
あ
る

と
紹
介
。

　

戦
後
、
米
軍
が
駐
留
し
、
米
兵

に
よ
る
発
砲
事
件
や
暴
行
事
件
な

ど
が
市
民
生
活
を
脅
か
し
て
い
た

状
況
に
対
抗
す
る
た
め
、
61
年
か

ら
「
基
地
な
く
し
静
か
な
ク
リ
ス

マ
ス
を
」
と
ク
リ
ス
マ
ス
闘
争
が

開
始
さ
れ
、
米
軍
の
艦
船
が
入
港

す
る
た
び
に
大
規
模
な
デ
モ
が
行

わ
れ
、
１
９
７
４
年
に
全
港
湾
施

設
が
返
還
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
革
新
市
政
の
実
現
に

よ
り
、
75
年
、
神
戸
市
議
会
で
核

兵
器
積
載
艦
艇
の
神
戸
港
入
港
拒

否
決
議
が
行
わ
れ
、
神
戸
港
の
管

理
者
で
あ
る
神
戸
市
長
が
「
非
核

証
明
書
」
の
提
出
を
軍
艦
に
義
務

づ
け
る
非
核
「
神
戸
方
式
」
が
実

現
し
た
と
解
説
。
結
果
、
47
年
間

に
わ
た
り
、
米
軍
艦
は
一
隻
も
入

港
し
て
い
な
い
と
し
た
。

　

政
府
や
米
国
か
ら
は
断
続
的
に

攻
撃
が
加
え
ら
れ
る
も
の
の
、
非

核
「
神
戸
方
式
」
は
世
界
に
も
広

が
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
87

年
に
核
兵
器
積
載
艦
艇
拒
否
の
非

核
法
が
制
定
さ
れ
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ミ
レ
ニ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も

最
終
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

を
紹
介
。

　

ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
で
核

兵
器
の
配
置
、
設
置
、
配
備
の
許

可
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
た
背
景
に

は
、
非
核
「
神
戸
方
式
」
が
あ
る

と
し
、
非
核
「
神
戸
方
式
」
が
世

界
の
核
廃
絶
の
流
れ
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
締
め
く
く
っ

た
。神

戸
港
の
今
を
知
り

平
和
へ
の
思
い
新
た
に

オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

　

「
非
核
『
神
戸
方
式
』
見
学
ツ

ア
ー
」
と
題
し
、
神
戸
港
か
ら
ク

ル
ー
ズ
船
に
乗
船
し
、
神
戸
港
の

現
在
の
様
子
を
知
る
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
、
梶
本
氏
が
解
説
を
行
っ

た
。

　

乗
船
前
に
参
加
者
は
「
非
核

『
神
戸
方
式
』
の
碑
」
を
見
学

し
、
海
上
で
は
修
理
の
た
め
に
神

戸
港
に
停
泊
し
て
い
る
海
上
自
衛

隊
の
潜
水
艦
や
、
原
発
を
製
造
し

て
い
る
工
場
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
梶
本

氏
の
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。

　

９
月
24
日
〜
25
日
に
、
兵
庫
県

保
険
医
協
会
と
兵
庫
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
が
主
催
・
企
画
し
て

神
戸
市
内
で
開
催
し
た
、「
第
32

回
核
戦
争
に
反
対
し
核
兵
器
の
廃

絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ

ど
い
（
反
核
医
師
の
つ
ど
い
）」

の
詳
報
を
掲
載
す
る
。

被災者の現状と、命と健康をまもるために
何が必要か活発に議論された　　　　　　

「
核
共
有
」「
核
抑
止
」
の
危
険
性
を

訴
え
た
安
斎
氏 　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
港
を
船
で
め
ぐ
り
、
海
自
の

潜
水
艦
や
原
発
製
造
工
場
を
見
学

入
港
艦
船
に
非
核
証
明
書
を
求
め
る

非
核
「
神
戸
方
式
」
を
解
説　
　
　

スージー氏（左）と松井氏（右）が核兵器から
資金を引き揚げさせる取り組みを交流　　　　
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最
近
は
、
新
聞
で
も
、
テ
レ
ビ

で
も
略
語
、
特
に
英
語
の
も
の
が

多
数
出
て
く
る
。
医
学
の
世
界
で

も
あ
る
。
昭
和
30
年
頃
か
ら
、
色

々
な
検
査
方
法
が
開
発
さ
れ
、
英

語
で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
元

の
言
葉
と
略
語
と
を
覚
え
る
の
に

必
死
で
頑
張
っ
た
。
今
は
元
の
言

葉
は
忘
れ
て
も
、
検
査
の
目
的
は

達
成
で
き
る
。
便
利
で
あ
る
。

　

医
学
部
に
入
っ
て
最
初
に
覚
え

た
略
語
は
、
脳
の
十
二
神
経
の
名

前
で
あ
る
。「
嗅
い
で
視
る
動
く

車
は
三
つ
の
外
…
…
で
あ
る
」
便

利
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
色

々
覚
え
た
。
一
つ
は
惑
星
で
、
水

・
金
・
地
・
火
・
木
・
土
・
天
・

海
・
冥
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
虹

の
七
色
で
、
赤
・
橙
・
黄
・
緑
・

青
・
藍
・
紫
で
、
後
者
は
グ
ラ
フ

を
作
る
時
は
便
利
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
覚
え
た
の
は
、
平
方

根
の
数
字
で
あ
る
。
昭
和
20
年
は

教
科
書
が
な
く
、
数
学
の
先
生
が

黒
板
に
書
か
れ
て
覚
え
た
。
√
２

は
「
ヒ
ト
ヨ
ヒ
ト
ヨ
ニ
ヒ
ト
ミ
ゴ

ロ
」、
√
３
は
「
ヒ
ト
ナ
ミ
ニ
オ

ゴ
レ
ヤ
」、
√
５
は
「
フ
ジ
サ
ン

ロ
ク
オ
オ
ム
ナ
ク
」、
√
６
は

「
ニ　

ヨ
ヨ
ク
シ
バ
ナ
」、
√
７

は
「
ナ
ニ
ム
シ
イ
ナ
イ
」、
√
８

は
「
ニ
ワ
ニ
ハ
シ
フ
ナ
イ
」、
√

10
は
「
ヒ
ト
マ
ル
ハ
ミ
ロ
ニ
ナ
ラ

ブ
」
と
呼
ば
れ
た
。
ク
ラ
ス
全
員

が
す
ぐ
覚
え
た
。
計
算
機
な
ど
な

い
時
代
だ
っ
た
か
ら
一
生
懸
命
覚

略
語

灘
区　
　

岡
本　

好
司

え
た
。

　

毛
色
は
違
う
が
、
元
素
の
周
期

表
も
覚
え
た
が
今
は
ほ
と
ん
ど
忘

れ
、
元
の
元
素
の
名
前
が
出
て
こ

な
い
も
の
が
多
い
。
す
な
ご
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
話
を
し
た

ら
女
医
先
生
が
喋
り
、
元
素
の
名

前
も
披
露
さ
れ
た
（
こ
こ
の
先
生

は
全
員
頭
が
良
く
、
す
ば
ら
し
い

と
感
心
し
尊
敬
も
し
て
い
た
が
、

尊
敬
を
新
た
に
し
た
）。
周
期
表

の
略
語
か
ら
元
素
の
名
前
が
出
て

こ
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
が
、
検

査
の
略
語
は
元
の
言
葉
を
忘
れ
て

も
使
え
る
。
今
も
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　

安
倍
元
首
相
が
殺
害
さ
れ
た
直

後
に
岸
防
衛
大
臣
が
「
こ
れ
は
民

主
主
義
へ
の
冒ぼ

う

涜と
く

だ
」
と
発
言
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
私
は
少
し
違

和
感
を
覚
え
た
。
こ
の
よ
う
な
テ

ロ
行
為
は
許
さ
れ
な
い
が
、
一
人

の
自
殺
者
が
出
た
財
務
省
の
公
文

書
偽
造
事
件
な
ど
を
は
じ
め
、
安

倍
元
首
相
が
強
く
関
与
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
が

　

ろ
あ
く
〔
露
悪
〕
自
分
の
欠
点

や
醜
い
点
を
わ
ざ
と
さ
ら
け
出
す

こ
と
。「
│
趣
味
」「
│
的
に
ふ
る

ま
う
」（
岩
波
国
語
辞
典
よ
り
）

　

こ
れ
を
①
と
し
て
、
次
に
②
ロ

シ
ア
が
悪
い
。
も
し
、
露
の
ウ
ク

民
主
的
に
解
決
さ
れ
て
き
た
と
は

到
底
言
い
難
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
容
疑
者
の
詳
し

い
生
活
史
が
報
道
さ
れ
て
き
た
。

容
疑
者
の
母
親
が
旧
統
一
協
会
に

入
会
し
莫
大
な
寄
付
を
し
続
け
た

た
め
、
容
疑
者
を
含
め
そ
の
家
族

の
人
生
が
破
滅
し
た
と
い
う
説
明

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧
統
一
協

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
早
く
終
わ
ら
な
け

れ
ば
、
新
版
に
載
る
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
載
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
侵
攻
は
「
ス
ト
ッ
プ
」、

平
和
が
戻
る
だ
ろ
う
か
ら
。
め
で

た
し
、
め
で
た
し
と
願
う
。

会
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
回
の
事

件
が
起
き
る
ま
で
、
マ
ス
コ
ミ
は

一
切
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
私
が

彼
の
立
場
で
あ
っ
た
ら
、
彼
と
同

じ
よ
う
に
自
分
の
命
と
引
き
か
え

て
も
旧
統
一
協
会
を
壊
滅
さ
せ
た

い
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

容
疑
者
は
状
況
を
以
下
の
よ
う

に
冷
静
に
分
析
し
、
目
的
を
達
成

す
る
方
法
を
考
え
て
実
行
し
た
こ

と
に
対
し
て
私
は
あ
る
程
度
は
理

解
で
き
る
。

　

民
主
的
に
社
会
に
訴
え
て
も
、

国
や
国
会
議
員
は
旧
統
一
協
会
の

こ
と
を
話
題
に
し
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
。
家
族
内
で
覇
権
を
争
っ
て

い
る
旧
統
一
協
会
の
特
定
の
幹
部

ひ
と
り
を
殺
害
し
て
も
、
残
り
の

メ
ン
バ
ー
が
喜
ぶ
だ
け
で
自
分
の

思
い
を
と
げ
ら
れ
な
い
。
旧
統
一

協
会
に
関
与
す
る
政
治
家
の
な
か

で
も
、
岸
信
介
元
首
相
か
ら
３
代

に
わ
た
り
強
い
関
与
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
安
倍
元
首
相
を
殺
害
で
き

れ
ば
、
世
間
に
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
と
。

　

旧
統
一
協
会
に
関
す
る
種
々
の

問
題
を
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

の
せ
る
た
め
に
は
こ
れ
以
外
の
方

法
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

う
。
安
倍
元
首
相
に
は
気
の
毒
で

は
あ
る
が
、
彼
が
殺
害
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
旧
統
一

協
会
の
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
に
登
場

し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て

毎
日
の
よ
う
に
政
治
家
と
の
接
点

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

議
員
か
ら
祝
電
の
１
本
で
も
あ
れ

ば
鬼
の
首
を
と
っ
た
か
の
よ
う
に

報
道
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
態
度
に
は

辟
易
す
る
。

　

む
し
ろ
、
な
ぜ
い
ま
ま
で
こ
の

問
題
を
マ
ス
コ
ミ
が
と
り
あ
げ
な

か
っ
た
か
、
な
ぜ
国
会
で
議
論
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
原
因
を

解
明
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
に
思
う

―
な
ぜ
い
ま
ま
で
旧
統
一
協
会
問
題
は

マ
ス
コ
ミ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
―

「
露
悪
」
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

西
宮
市　
　

夢
蝶　

青
春

※ 近畿厚生局HPに令和２年度分が
掲載されていますのでご確認くだ
さい。

〈歯科訪問診療料〉
①算定要件を満たしていない歯科訪
問診療料を算定している次の例が認
められたので改めること。
　 ア　歯科訪問診療の２回目以降に
計画の変更を行った場合に、変更
の要点を診療録に記載していな
い。

　 イ　診療録及び診療報酬明細書に
記載すべき実施時刻（開始時刻と
終了時刻）について実態と異な
る。

②診療録に記載すべき次の内容につ
いて、画一的に記載している又は記
載の不十分な例が認められたので、
個々の症例に応じて適切に記載する
こと。
　 ア　患者の病状に基づいた訪問診
療計画の要点

③診療録に記載すべき次の内容につ
いて、画一的に記載している又は記
載の不十分な例が認められたので、
必要な事項を適切に記載すること。
　 ア　実施時刻（開始時刻と終了時
刻）

　 イ　歯科訪問診療の際の患者の状
態等（急変時の対応の要点を含
む。）

④特別の関係にある保険医療機関等
に訪問して歯科診療を行った場合
に、算定できない歯科訪問診療料を
算定している例が認められたので改
めること。

〈歯科診療特別対応加算〉
①算定要件を満たしていない歯科診
療特別対応加算を算定している次の
例が認められたので改めること。
　 ア　当該加算を算定した日の患者
の状態を診療録に記載していな
い。

②歯科診療特別対応加算に係る診療
録に記載すべき次の内容について、
画一的に記載している又は記載の不
十分な例が認められたので、個々の
患者の状態に応じて適切に記載する
こと。
　ア　算定した日の患者の状態

③著しく歯科診療が困難な者に該当
していない場合に、算定できない歯
科訪問診療特別対応加算を算定して
いる例が認められたので改めるこ
と。

〈歯科訪問診療補助加算〉
①算定要件を満たしていない歯科訪
問診療補助加算を算定している次の
例が認められたので改めること。
　 ア　算定の対象となる歯科訪問診
療の時間を通じて歯科訪問診療の
補助を行っていない。

〈訪問歯科衛生指導料〉
①算定要件を満たしていない訪問歯
科衛生指導料を算定している次の例
が認められたので改めること。
　 ア　歯科医師の指示又は指導終了
後の主治の歯科医師に対する報告
を行っていない。
　イ　実施時間が20分未満である。
　 ウ　歯科衛生士等に指示した内
容、指導の実施時刻（開始時刻と
終了時刻）、訪問先名、訪問した
日の患者の状態の要点等を診療録
に記載していない。
　 エ　情報提供文書に記載すべき内
容（当該訪問指導で実施した指導
内容、指導の実施時刻（開始時刻
と終了時刻）、その他療養上必要
な事項に関する情報又は実地指導
を行った歯科衛生士等の氏名）が
実態と異なる。
②診療録に記載すべき次の内容につ
いて、画一的に記載している又は記
載の不十分な例が認められたので、
個々の症例に応じて適切に記載する
こと。
　ア　歯科衛生士等に指示した内容
　 イ　指導の実施時刻（開始時刻と
終了時刻）
　 ウ　訪問した日の患者の状態の要
点等
③実地指導の内容が単なる日常的口
腔清掃等のみの場合に、算定できな
い訪問歯科衛生指導料を算定してい
る例が認められたので改めること。
④訪問歯科衛生指導を行った時間
に、指導のための準備や患者の移動
に要した時間を含まないこと。

歯科保険請求
136

◆『個別指導（歯科）における主な指摘事項』より抜粋⑬◆

ホイホイ漫画36 長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

全数把握 心配

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078ー393ー1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年0.80％

５年超～７年以内 年0.85％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）。
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

寸　評寸　評
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　脱力を考える時には次の三つのス
テップで考えます。

① 真の筋力低下（運動麻痺）と倦
怠感や痛みによる運動障害とを
区別する

　「動けない！」場合は筋力低下に
よる運動麻痺とは限りません。実際
多いのは「全身状態が悪くて動けな
い」という場合です。その場合の訴
えは「だるい」「息苦しい」「動けな
い（動かないではなく）」あるいは
「（何も訴えなく）苦しそうにして
いる」という状況で、疾患として
は、敗血症、心不全、COPDの急性
増悪、各種のショック、甲状腺機能
低下症、慢性疲労症候群、抑うつ状
態、過労、睡眠不足などが考えられ
ます。
　また「（体のどこかが）痛くて動
けない」場合もあります。疾患とし
ては、外傷、膠原病類縁疾患（リウ
マチ、 リウマチ性多発筋痛症な
ど）、圧迫骨折、線維筋痛症などが
考えられます。また「運動麻痺以外
の神経疾患があり動けない」という
場合もあります。疾患としては小脳
梗塞、多系統萎縮症、パーキンソン
症候群、認知症などが考えられま
す。
　これらの場合を、真の筋力低下
（運動麻痺）と混同しないようにす
ることが重要です。

② 筋力低下を来している病変の部
位を特定する

　日常生活の中で特定の動作ができ
ないことの病歴が筋力低下の部位を
示すことがしばしばあり、表１に示
しますが、問診時にこの項目を意識
すると役に立ちます。
　次に筋力低下の原因となる障害部
位とそれに伴う主な症候の関係の原

ていきますが、脊髄病変の場合は病
変の部位により症候の出方が少し複
雑になります。
　表４に脊髄の障害部位とそれに伴
う所見と鑑別診断を記載しておきま
した。一見難しそうに見えますが、
図１に示したような脊髄における神
経経路が理解できていれば、障害部
位と原因疾患の推定は困難なことで
はありません。ここにあげた私が描
いた稚拙な図ではなく、ネット上に
脊髄における神経経路のわかりやす
い図がたくさんあげられていますの
で、ご参照いただければ幸いです。
（４月23日、診療内容向上研究会よ
り）

則を表２に示します。
これを頭において、障
害部位の推測をするの
が良いでしょう。
　国試にもよく問われ
る上位ニューロン障害
と下位ニューロン障害
の所見の比較を表３に
示しますが、脳血管障
害の急性期にはバビン
スキー反射のような病
的反射を認めても、腱
反射の亢進や筋トーヌ
スの亢進が認められな
いこともあるので、注
意が必要です。

③ 病変の原因疾患を
究明する

　最後に②で示した三
つの表の原則の上に、
基礎疾患、発症の様子
および随伴症状から鑑
別診断を考え、画像検
査や神経伝導検査など
を行って診断を確定し

大阪医科薬科大学病院総合診療科科長　　鈴木　富雄先生講演

さあ困った、力が入らない、
動けないにどう対応する？

表１　特定の動作ができないことと
筋力低下の部位の関係

表３　上位運動ニューロン障害と下位運動
ニューロン障害の所見の比較

表２　筋力低下の原因となる障害部位と
それに伴う主な症候　　　

図１　脊髄における神経経路

表４　脊髄の障害部位とそれに伴う所見と鑑別診断

◆上肢：髪をとかす、シャワーを浴びる
　　　　ドライヤーで乾かす、洗濯物を干す

◆手指：ペットボトルを開ける、ボタンをはめる
　　　　ひもを結ぶ、総菜袋を開ける

◆下肢：しゃがんだ姿勢から立つ、速く歩く
　　　　段を乗り越える、サンダルで歩く

◆体幹：寝た姿勢から起きる、支えなしで座る

■運動野： 片麻痺or単麻痺、失語・感覚障害などの皮質
症状

■内包～放線冠：片麻痺
■脊　髄： 錐体路性筋力低下+レベルのある感覚障害
　　　　　胸髄レベルの横断性では対麻痺
■神経根：支配筋群の筋力低下
■腕神経叢： 部位により筋力低下と感覚障害のパターン

違う
■末梢神経： 単ニューロパチー、多発単ニューロパチー
　　　　　　多発ニューロパチーにより様々なパターン
■神経筋接合部：MGなど日内変動あり
■筋　肉：近位筋が侵されやすい

上位運動
ニューロン障害

下位運動
ニューロン障害

筋萎縮 － ＋

繊維束性収縮 － ＋

腱反射 亢進 低下～－

筋トーヌス 亢進 低下

病的反射 ＋ －

障害部位 横断性障害 前方障害 後方障害 中心部障害 半側障害

運動
ニューロン
障害

障害レベルの下位運
動ニューロン障害

障害レベル以下の
上位運動ニューロ
ン障害

膀胱直腸障害

障害レベルの下位運
動ニューロン障害

障害レベル以下の
上位運動ニューロ
ン障害

膀胱直腸障害

病変の拡がり次第
で運動ニューロン
にも影響あり

障害レベルの同側
の下位運動ニュー
ロン障害

障害レベル以下の
同側の上位運動ニ
ューロン障害

感覚障害 障害レベル以下の
全感覚低下

障害レベル以下の
温痛覚低下

障害レベル以下の
深部感覚低下

障害レベルでの
温痛覚低下
（宙づり型温痛覚障
害）

障害レベル同側の
全感覚低下

障害レベル以下の同
側の深部感覚低下

障害レベル以下の
対側温痛覚低下

鑑別診断 脊髄損傷

多発性硬化症

腫瘍による圧迫

前脊髄動脈閉塞症

後縦靭帯骨化症

亜急性脊髄連合変
性症

神経梅毒

Fridreich運動失調

脊髄空洞症 Brown-Sequard
症候群

前角

後

前

後索

錐体路
（運動N）

外側脊髄
　　視床路

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで

○合本　7,000円（特別装丁〈レザークロス、雲クロス、貼り表紙金文字〉）
○CD-ROM縮刷版　1,000円（PDFデータを１枚のCD-ROMにまとめました）
※いずれも税・送料込み

保険医新聞保険医新聞兵
庫
兵
庫

2021年版ご案内2021年版ご案内合本
１年間の集大成。32号分約200面を網羅１年間の集大成。32号分約200面を網羅

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。
年 日程 種別 テーマ 講師

22
年

７月23日 第587回診内研 世界における糞便移植の現状と将来
展望

藤田医科大学医学部　先端光学診療
学講座　主任教授　大宮直木先生

６月19日 第54回
総会記念講演 感染症社会からみえた社会防衛の思想 立命館大学大学院　先端総合学

術研究科　教授　美馬達哉先生

５月21日 薬科部研究会 イチから学ぶ腎臓食
糖尿食からいつ切り替える？

松田内科（兵庫区）管理栄養士
高島里美氏

５月14日 第585回診内研 貴方はどれだけ知ってる？
尿試験紙法の意外な活用方法

洛和会丸太町病院　救急総合診
療科部長　上田剛士先生

４月16日 薬科部研究会 超高齢化社会における
脂質異常症治療の最新知見

神戸大学大学院医学研究科　内
科学講座循環器内科学分野特命
教授　石田達郎先生

３月12日 第583回診内研 「皮膚から拡げる膠原病科医の思考」
～皮疹、その先にあるもの～

昭和大学病院付属東病院リウマ
チ・膠原病内科　髙橋良先生

１月29日 薬科部研究会 泌尿器科医の処方箋～排尿障害の巻～ 明和病院泌尿器科　部長　
善本哲郎先生

21
年

12月11日 第580回診内研 わかってほしい！子ども・思春期の
頭痛

筑波学園病院小児科／東京クリ
ニック小児・思春期頭痛外来　
藤田光江先生

12月４日 薬科部研究会 アトピー性皮膚炎の治療
～外用剤から生物学的製剤～

中央区・はやし皮ふ科クリニッ
ク　林宏明先生
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